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フィジー研修生 ライとメレが市長表敬訪問 

 
１月１８日、フィジー研修生のライと  

メレが愛知県支部光岡会長の引率

で、豊田市役所市長室を訪れ、太田

市長に帰国に伴う表敬訪問をしまし

た。ライは農業一般研修生、メレは家

政研修生として中部センターに来

日、配属。コロナの影響で昨年 2月帰

国予定が 1 年以上も延長され、2020

年度中部センター最後の研修生とな

りました。二人は陽気で明るく、また研

修に取り組む姿勢も真面目で熱心。

ライは帰国後、センターで学んだ有

機農業の技術を地域のために還元し

たい、メレは村人が町まで行かないと

買うことが出来なかったパンを、村で 

も購入できるようにパン屋を開業したいと夢を語りました。太田市長から「学んだことを国のために活かし、フィジーと日

本がさらに良い関係になるよう二人が活躍して欲しい」と激励をいただきました。 

二人の帰国は 3 月 18 日を予定。会員の皆様のご支援で 2 年にわたる日本での研修が終わりますが、帰国後の活

躍が期待されます。              

 小杉裕一郎（筆） 

 

  

コ
ラ
ム 気

候
変
動 

そ
の
２ 

 

次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
脱
炭
素
に
は
、

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
望
ま
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
も
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
、
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
水
を
電
気
分
解

し
て
容
易
に
水
素
を
取
り
出
せ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
夢
の
よ
う
な
時
代
が
や
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
地
球
上
の
三
分
の
二
は
海
で
あ

り
、
満
々
と
水
を
蓄
え
て
い
ま
す
。
そ
の
海
の
平
均

水
深
は
三
千
メ
ー
ト
ル
と
言
わ
れ
膨
大
な
量
が
あ

り
ま
す
。 

温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
が
、
空
気

中
の
０
、
０
３
％
と
ご
く
微
量
で
あ
る
た
め
、
工
場

や
発
電
所
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
な
ど
、
世
界
中

で
出
す
二
酸
化
炭
素
（化
石
燃
料
ガ
ス
）
が
温
暖
化

の
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
人
間
を
含

む
動
物
が
酸
素
を
吸
い
炭
酸
ガ
ス
を
排
出
し
て
い

ま
す
。
一
方
植
物
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
い
酸
素
を

放
出
し
ま
す
。
植
林
の
必
要
性
が
そ
こ
に
あ
り
ま

す
。
オ
イ
ス
カ
は
４
０
年
に
わ
た
っ
て
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
植
林
な
ど
を
各
地
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｅ
Ｖ
電

気
自
動
車
の
時
代
が
来
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
を

使
用
す
る
に
は
、
発
電
を
行
い
そ
し
て
充
電
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
発
電
に
は
化
石

燃
料
の
石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
を
使
う
以

外
方
法
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

ト
ヨ
タ
自
動
車
社
長
の
提
唱
す
る
自
動
車
エ
ン

ジ
ン
は
そ
の
ま
ま
水
素
を
使
い
、
水
素
燃
料
で
エ
ン

ジ
ン
を
動
か
す
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。 既

存
の
自
動
車
業
界
を
守
り
、
日
本
独
自
の
環

境
に
良
い
エ
コ
カ
ー
が
で
き
る
こ
と
に
期
待
し
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

村
松 

明 

 



 

 

  トヨタファームさんから寄贈 
 

 
 

トヨタファーム、鋤柄雄一社長より軽ワゴン車を寄贈し

て頂きました。 

技能生達が豚舎と寮を往復するのに使用していた車両

を買い替えられ、「まだまだ走るので良かったら」とお申し

出頂きました。 

センターでは敷地内の鶏舎への移動で活用させて頂

きます。 

いつもありがとうございます。 

                  筑田明生（筆） 

 

                             

                             

                             

                             

 「みどりの里」野中さんから寄贈 
 

 
 

農事組合法人 みどりの里、野中慎吾様より害獣除け電気

柵セット 3 台とさつま芋堀り機を寄贈して頂きました。水田のイ

ノシシ被害が多く、電気柵の購入を検討していた時だったので

有難くお受け致しました。さつま芋堀り機も、収穫の省力化が

出来るため栽培面積を増やす事が出来そうです。 

ありがとうございました。 

 

           筑田明生（筆） 

 
冬
募
金
の
お
礼
と
報
告 

オ
イ
ス
カ
で
は
１
２
月
１
日
か
ら
１
月
３
１
日
ま
で
の
２
か
月

間
、
「
冬
募
金
」
の
お
願
い
を
呼
び
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
、
多
数
の
法
人
・
個
人
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
賛
同
と
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
く
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

冬
募
金
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
国
内
外
の
現
場
は
活
動

推
進
を
す
る
う
え
で
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
ま
た
１
２
月

１
６
日
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
南
部
を
台
風
が
襲
い
、
ネ
グ
ロ
ス
島
に

あ
る
バ
ゴ
研
修
セ
ン
タ
ー
は
直
撃
を
受
け
、
施
設
全
体
が
損
傷
、

周
辺
の
養
蚕
農
家
も
同
様
の
被
害
に
遭
い
、
養
蚕
事
業
再
開
の

目
途
が
た
た
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
う
し
た
中
、
全
国
会
員
か
ら
募
金
が
オ
イ
ス
カ
本
部
に
寄
せ

ら
れ
、
１
月
２
４
日
現
在
で
４
９
８
件
、
９
，
０
４
２
，
８
８
７
円
の

募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
バ
ゴ
セ
ン
タ
ー
支
援
は
３
，
４

８
６
，
４
６
０
円
で
し
た
。
愛
知
県
支
部
で
は
、
７
５
件
１
，
９
９

６
，
０
０
０
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
冬
募
金
で
の
呼
び
掛

け
は
こ
れ
で
終
了
い
た
し
ま
す
が
、
特
に
バ
ゴ
研
修
セ
ン
タ
ー
は

復
旧
に
向
け
て
道
半
ば
で
す
。
引
き
続
き
、
オ
イ
ス
カ
全
体
で
支

援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
、
ご
協
力
・
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
 

研修センター建物が倒壊、活動が麻痺。養蚕農

家 100世帯に影響が出ている。 

バゴ研修センターでの事業が停止すると、シルク

産業に直接かかわる、スタッフ、機械オペレータ

ー、織物職人、農家など約 100 世帯の生活が困

窮します。 

 

 

イ
ン
タ
ー
ン
生
剪
定
作
業 

  

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
大
脇
藍
さ
ん
に
梅
の

剪
定
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広

大
な
梅
畑
の
限
ら
れ
た
時
間
で
の
作
業
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
助
か
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

【お知らせ】 

配合飼料の高騰により、5 月よりオイ

スカ卵を値上げさせていただきます。 

 改定前 改定後 

6個入り 240円 300円 

10個入り 400円 500円 

 



 

 

 
 
 

 

                            

                             

                             

                             

 

 

 

  

 

          

 

           

1 月 研 修 生 の 活 動 グ レ ゴ リ ー （ 筆 ） 

 

ド
レ
ス
の
作
り
方
を
教
え

て
い
た
だ
い
て
つ
く
り
ま

し
た
。 

 

S
w

e
e
t ro

ll d
o
n

u
ts 

を
作
っ

て
い
ま
す
。 

 

ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
を
つ
く
っ
て

い
ま
す 

雨
で
流
れ
た
土
の
こ
う
じ
を
や
り

ま
し
た
。 

 

 

お正月近くなってお店スーパコンビニに安いも

ちをたくさんならんでます。むかしはもちつくらない

といけないぎょうじでした。でもだんだんできたもの

をかってきて、みなかんたんにかうことできます。こ

れがつづくと、このぶんかがなくなるかもしりませ

ん。それをまもるためにセンター毎年餅つきをやり

ます。 

朝からはやく起きていろいろじゅんびします。で

も今年は去年と私は研修生のときの違うところは

すごい多いです。今年は十うすだけやりました。餅

をつくるのはむずかしです。お米をむしすぎるとご

はんやわらかくなってもちはやわらかくなる。ここか

ら買うもちは「ことしのもちはやわらかいね。みずお

おいかな。」といわれたです。それ聞くと、らいねん

もっとがんばりたいとおもっています。 

          グレゴリー（筆） 

年末恒例の餅つき 



 

 

                             

                             

                             

                            

 

寄
付
金 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

(

岡
崎
市) 

加
藤
信
子(

四
日
市
市) 

石
川
美
津
枝(

安
城
市) 

鈴
木
哲
夫(

知
立
市) 

加
藤
一
子(

四
日
市
市) 

更
新
会
員
名
簿
（７
０
９
／
８
０
７
） 

安
城
（６
６
／
７
５
）山
本 

允 
岡
崎
（２
２
／
３
０
）株
式
会
社 

太
田
商
店
、
株

式
会
社 
林
成
宜
商
店
、
杉
浦
貴
之
、
新
海
正

春 尾
張
一
宮
（５
／
５
）Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ 

刈
谷
（
３
７
／
４
４
）
稲
垣
賢
治
、
若
杉
里
子
、

伊
藤
直
樹 

豊
田
（
２
０
０
／
２
３
７
）
髙
木
禎
宜
、
下
田
竜

馬
、
鈴
木
英
之
、
ダ
ン
フ
ー
ズ 
株
式
会
社
、
永

田
岳
志
、
神
谷
典
之
、
山
田
宏
之 

名
古
屋
（６
２
／
６
９
）
有
限
会
社 
タ
イ
ヨ
ー
ペ

イ
ン
ト
、
神
野
春
光 

名
古
屋
北
（２
０
／
１
７
）
長
縄
裕
一 

名
古
屋
南
（１
８
／
１
４
）
神
野
博
史 

丹
羽
（５
６
／
５
７
）丹
羽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

千
田 

勝
隆
、
有
限
会
社 

市
川
畳
イ
ン
テ
リ

ア
、
福
玉
精
穀
倉
庫 

株
式
会
社 

西
尾
（３
２
／
３
９
）有
限
会
社 

小
笠
原
牧
場
、

佐
野
光
政 

碧
南
高
浜
（
５
５
／
５
８
）
鈴
木
勝
彦
、
日
進
工

業 

株
式
会
社
、
森
田
歯
科
医
院
、
奥
田
雪
雄 

セ
ン
タ
ー
（３
２
／
４
４
）
東
海
漬
物 

株
式
会
社 

三
重
（２
２
／
２
３
）倉
本 

三
百
子 

（１
２
月
末
ま
で
の
入
金
を
掲
載
） 

  

新
入
会
（
個
人
） 

村
松
明
男(

西
尾
市) 

鈴
木
崇
司(

名
古
屋
市) 

村
上
典
子(

丹
羽
郡
大
口
町) 

 

寄
付
品 

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

(

丹
羽
郡
扶
桑
町) 

佐
久
間
由
隆(

豊
田
市) 

高
濱
耀
圭
美(

豊
田
市) 

今
井
英
夫(

新
城
市) 

有
限
会
社 

小
池
牧
場(

豊
田
市) 

吉
田
畜
産(

田
原
市) 

明
保
澄
雄(

岡
崎
市) 

牧
野
内
隆
夫(

豊
田
市) 

永
田
岳
志(

豊
田
市) 

日
本
モ
ウ
ル
ド
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

酒
向
淳
治(

豊
田
市) 

鈴
木
哲
夫(

知
立
市) 

鈴
木
康
予(

豊
田
市) 

佐
藤
美
智
代(

豊
田
市) 

 

 
 

寄
付
金
（
つ
づ
き
） 

株
式
会
社 

メ
イ
ダ
イ(

豊
田
市) 

伊
藤
安
信(

み
よ
し
市) 

豊
田
汽
缶 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

吉
村
淳
子(

瀬
戸
市) 

株
式
会
社 

サ
ン
コ
ー(

み
よ
し
市) 

株
式
会
社 

三
好
製
作
所(

み
よ
し
市) 

牧
野
内
隆
夫(

豊
田
市) 

加
藤
喜
昭(

名
古
屋
市) 

小
野
田
泰
子(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 F

or N
atu

re(

名
古
屋
市) 

髙
木
禎
宜(

豊
田
市) 

中
村
公
一(

四
日
市
市) 

株
式
会
社 

マ
ル
タ
ケ(

常
滑
市) 

株
式
会
社 

磯
貝
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
所(

高

浜
市) 

株
式
会
社 

南
山
園(

安
城
市) 

服
部
潤
一(

豊
田
市) 

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
グ
ル
ー
プ 

株
式
会
社(

大

府
市) 

株
式
会
社 
天
狗
堂(

豊
田
市) 

奥
田
工
業 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

淺
野
機
械
工
業
所(

豊
田
市) 

太
啓
建
設 

株
式
会
社(
豊
田
市) 

大
豊
工
業 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

日
本
ガ
イ
シ 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

明
興
産
業 

株
式
会
社(

知
多
郡
東
浦
町) 

和
合
精
機 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

ト
ヨ
タ
紡
織 

株
式
会
社(

刈
谷
市) 

西
尾
自
動
車
学
校(

岡
崎
市) 

株
式
会
社 

テ
ィ
ー
イ
ー
テ
ィ
ー(

春
日
井
市) 

日
本
ガ
ス
ケ
ッ
ト 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

東
豊
工
業 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

メ
イ
ダ
イ(

豊
田
市) 

清
水
孝
紀(

豊
田
市) 

小
杉
裕
一
郎(

豊
田
市) 

川
上
洋
右(

豊
田
市) 

豊
田
市
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ(

音
楽)(

豊
田
市) 

 

書
き
損
じ
は
が
き 

村
松
明(

西
尾
市) 

加
藤
一
子(

四
日
市
市) 

株
式
会
社 

ヤ
ナ
ギ
サ
ワ
自
動
車
販
売(

豊
田

市) 伊
藤
安
信(

み
よ
し
市) 

株
式
会
社 

村
金(

丹
羽
郡
大
口
町) 

シ
マ
ツ 

株
式
会
社(

刈
谷
市) 

株
式
会
社 

中
京
医
薬
品(

半
田
市) 

小
林
四
郎(

安
城
市) 

杉
浦
亜
紗
比(

岡
崎
市) 

櫻
木
久
枝(

豊
田
市) 

廣
瀬
秀
子(

岡
崎
市) 

森
田
惣
一(

豊
田
市) 

富
田
司(

常
滑
市) 

株
式
会
社 
ミ
ク
ロ
技
研
工
業(

豊
田
市) 

株
式
会
社 
長
谷
川
設
備
工
業(

碧
南
市) 

株
式
会
社 

山
田
商
会(

名
古
屋
市) 

有
限
会
社 

光
洋
企
業(

丹
羽
郡
扶
桑
町) 

富
田
司(

常
滑
市) 

株
式
会
社 

三
好
製
作
所(
み
よ
し
市) 

 

 

書
き
損
じ
は
が
き
（
つ
づ
き
） 

鹿
沼
宏(

名
古
屋
市) 

勝
田
好
和(

豊
田
市) 

オ
イ
ス
カ
三
重
推
進
協
議
会(

四
日
市
市) 

佐
藤
鋹
弘(

豊
田
市) 

カ
ト
レ
ア
ビ
ル(

豊
田
市) 

平
吹
禎
佑(

豊
田
市) 

沢
田
美
智
子(

名
古
屋
市) 

豊
田
汽
缶 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

 

書
き
損
じ
は
が
き 

ご
寄
付
の
お
願
い 

 

年
賀
状
な
ど
書
き
損
じ
は
が
き
の
ご

寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
寄
付
い
た

だ
い
た
は
が
き
は
、
換
金
し
て
オ
イ
ス

カ
の
資
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

本
部
発
行
の
「
オ
イ
ス
カ
誌
」 

隔
月
発
行
の
お
知
ら
せ 

 

オ
イ
ス
カ
誌
は
隔
月
発
行
に
な
り
ま

す
が
、「
中
部NOW

」
は
毎
月
発
行
し

て
会
員
の
皆
様
と
の
密
な
交
流
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 


